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説明資料

１ 関係法令等
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● 目的 （第50条）
高等学校は，中学校における教育の基礎の上に，心身の発達及び進路に応じて，

高度な普通教育及び専門教育を施すことを目的とする。

● 目標 （第51条）
１ 義務教育として行われる普通教育の成果を更に発展拡充させて，豊かな人間

性，創造性及び健やかな身体を養い，国家及び社会の形成者として必要な資質
を養うこと。

２ 社会において果たさなければならない使命の自覚に基づき，個性に応じて将
来の進路を決定させ，一般的な教養を高め，専門的な知識，技術及び技能を習
得させること。

３ 個性の確立に努めるとともに，社会について，広く深い理解と健全な批判力
を養い，社会の発展に寄与する態度を養うこと。

■ 学校教育法

● 全日制・定時制・通信制（第４条，第53条，第54条）
全日制：通常の課程
定時制：夜間その他特別の時間又は時期において授業を行う課程
通信制：通信による教育を行う課程

※ 条文は一部省略3



● 公立高校の適正配置及び規模（第４条）
都道府県は，高等学校の教育の普及及び機会均等を図るため，その区域内の公

立の高等学校の配置及び規模の適正化に努めなければならない。この場合におい
て，都道府県は，その区域内の私立の高等学校並びに公立及び私立の中等教育学
校の配置状況を充分に考慮しなければならない。

● 学級編成の標準（第６条）
公立高等学校の全日制の課程又は定時制の課程における一学級の生徒の数は，

40人を標準とする。ただし，やむを得ない事情がある場合及び高等学校を設置す
る都道府県又は市町村の教育委員会が当該都道府県又は市町村における生徒の実
態を考慮して特に必要があると認める場合については，この限りでない。

■ 公立高等学校の適正配置及び教職員定数の標準等に関する法律

※ 条文は一部省略
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■ 高等学校設置基準

● 学科の種類（第５条，第６条）
１ 普通教育を主とする学科

普通科その他普通教育を施す学科として適当な規模及び内容があると認めら
れる学科

２ 専門教育を主とする学科
⑴ 農業に関する学科 ⑵ エ業に関する学科 ⑶ 商業に関する学科
⑷ 水産に関する学科 ⑸ 家庭に関する学科 ⑹ 看護に関する学科
⑺ 情報に関する学科 ⑻ 福祉に関する学科 ⑼ 理数に関する学科
⑽ 体育に関する学科 ⑾ 音楽に関する学科 ⑿ 美術に関する学科
⒀ 外国語に関する学科 ⒁ 国際関係に関する学科
⒂ その他専門教育を施す学科として適当な規模及び内容があると認められる学科

３ 普通教育及び専門教育を選択履修を旨として総合的に施す学科
総合学科

※ 条文は一部省略
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■ 鹿児島県立高等学校通学区域に関する規則

● 全日制普通科への入学（第３条）
１ 全日制の課程のうち普通科へ入学（転入学及び編入学を含む。）しようとす
る者は，その保護者（親権者又は後見人をいう。）の住所地の属する学区内の
高等学校に志願しなければならない。

２ 前項の規定にかかわらず，所属学区外の高等学校へ入学しようとする者又は
次項第２号に規定する者が，次の各号のいずれかに該当する高等学校の全日制
の課程のうち普通科へ入学しようとする場合は，当該各号に該当する高等学校
に志願することができる。
⑴ 当該年度の全日制の課程の募集定員が120人を超えない高等学校(次号に規
定する高等学校を除く。)

⑵ 熊毛学区及び大島学区内の高等学校

● 一定枠による全日制普通科への入学（第３条の２）
全日制の課程のうち普通科を置く高等学校(前条第２項第１号又は第２号の規

定に該当する高等学校を除く。）の校長は，当該高等学校の募集定員の100分の
５から100分の10までの範囲内で所属学区等が当該高等学校の属する学区以外の
学区である志願者について入学を許可できる数をあらかじめ定め，県教育委員会
に報告するものとする。

※ 条文は一部省略
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■ 鹿児島県教育振興基本計画（簡易版）

・教育基本法の規定に基づき，本県の実情に応じた教育振興のための施策について定めた基本的な計画
・これまでの計画による取組の成果と課題等を踏まえ，令和６年度から令和10年度までの５年間で取り組む施策を体系化

教育振興基本計画とは
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■ 鹿児島県教育振興基本計画（一部抜粋）

これからの施策の方向性

【公立高等学校の活性化】
○ 生徒の学力向上，学校の特性を生かした教育活動の充実，学校運営の改善，教

職員の資質向上等を推進し，学校の活性化を図ります。
○ 学習指導要領や高大接続改革の趣旨を踏まえた指導・評価の工夫・改善を図り

ます。
○ 高等学校の活力や専門性，教育水準の維持向上を図り，地域に信頼され，魅力

ある学校にするため，高等学校の在り方について県全体の高校教育振興の視点か
ら検討します。

【へき地・小規模校教育の振興】
○ ウェルビーイングの向上を図るために，へき地・小規模校ならではのよさを積

極的に生かした特色ある教育活動を推進するとともに，オンライン等のＩＣＴ活
用により，教育環境を補うような取組を進めます。

【「学びのセーフティネット」の充実】
○ 家庭の経済状況や地理的条件等に関わらず，安心して教育を受けられるような

環境づくりを図ります。
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説明資料

２ 県立高校の現状
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■ 県内高校の学校数《令和６年度》

県立 市立 私立 総数

全日制 59 ７ 21 87

定時制 ０ ０ ０ ０

全日制・定時制
併設 ※１

２ ０ ０ ２

総計 61 ７ 21 89

（全日制・定時制） （校）

県立
※２

市立 私立 総数

１ ０ ３ ４

（通信制） （校）

（出典）文部科学省「学校基本調査」

全日制

89校 93.7%

定時制,

２校 2.1%

通信制,

４校 4.2%

※ 一つの学校に課程が併置されている場合は，
それぞれの課程について，重複して計上

※１：開陽，奄美

※２：開陽
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■ 県内高校の設置状況（全日制・定時制）《令和７年度》

専門学科校
総合学科校

○普専併置校
△総合学科併置校
◎普通科校
☆普通科以外の普通教育を主
とする学科を有する学校

〈□私立高校〉
１池田 ２樟南
３鹿児島実業 ４鹿児島
５鹿児島修学館 ６ラ・サール
７鹿児島情報 ８鹿児島純心
９志學館 10鹿児島城西
11鹿児島育英館 12神村学園
13鳳凰 14れいめい
15出水中央 16大口明光
17龍桜 18鹿児島第一
19尚志館 20鹿屋中央
21樟南第二
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■ 県内高校の設置状況【鹿児島学区①】《令和７年度》

市町名 NO
学校名

（○：市立）

学
級
数

普
通
科

総
合
学
科

農
業

工
業

商
業

水
産

家
庭

看
護

情
報

福
祉

そ
の
他

鹿児島市

1 鶴丸 8 8

2 甲南 8 8

3 鹿児島中央 8 8

4 錦江湾 6 4 2

5 武岡台 8 6 2

6
開陽 4 3 1

開陽（定時制） 2 1 1

7 明桜館 5 2 3

8 松陽 8 6 2

9 鹿児島東 2 2

10 鹿児島工業 9 9

11 鹿児島南 8 4 3 1

12 鹿児島玉龍○ 6 6

13 鹿児島商業○ 7 6 1

14 鹿児島女子○ 8 4 4

・県内公
立唯一の
単位制
・通信制
も併設
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■ 県内高校の設置状況【鹿児島学区②】《令和７年度》

市町名 NO 学校名
学
級
数

普
通
科

専門学科 総
合
学
科

農
業

工
業

商
業

水
産

家
庭

看
護

情
報

福
祉

そ
の
他

日置市
15 吹上 3 2 1

16 伊集院 6 6

いちき串木野市
17 市来農芸 3 3

18 串木野 2 2

市町名 NO
学校名
（私立）

学
級
数

普
通
科

専門学科 総
合
学
科

農
業

工
業

商
業

水
産

家
庭

看
護

情
報

福
祉

そ
の他

鹿児島市

① 池田● ●
② 樟南● ● ● ●

③ 鹿児島実業● ● ● ●
④ 鹿児島● ● ● ●
⑤ 鹿児島修学館● ●

⑥ ラ・サール● ●
⑦ 鹿児島情報● ● ● ● ● ●

⑧ 鹿児島純心● ●
⑨ 志學館● ●

日置市
⑩ 鹿児島城西● ● ● ● ● ●
⑪ 鹿児島育英館● ●

いちき串木野市 ⑫ 神村学園● ● ● ● ●
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■ 県内高校の設置状況【南薩学区】《令和７年度》

市町名 NO
学校名

（○：市立）

学
級
数

普
通
科

専門学科 総
合
学
科

農
業

工
業

商
業

水
産

家
庭

看
護

情
報

福
祉

そ
の
他

指宿市

19 指宿 3 3

20 山川 2 1 1

21 指宿商業○ 5 5

枕崎市
22 枕崎 2 2

23 鹿児島水産 3 3

南さつま市
24 加世田 3 3

25 加世田常潤 2 1 1

南九州市

26 頴娃 2 1 1

27 川辺 2 2

28 薩南工業 4 3 1

市町名 NO
学校名
（私立）

学
級
数

普
通
科

専門学科 総
合
学
科

農
業

工
業

商
業

水
産

家
庭

看
護

情
報

福
祉

そ
の
他

南さつま市 ⑬ 鳳凰● ● ● ● ●
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■ 県内高校の設置状況【北薩学区】《令和７年度》

市町名 NO
学校名

（○：市立）

学
級
数

普
通
科

専門学科 総
合
学
科

農
業

工
業

商
業

水
産

家
庭

看
護

情
報

福
祉

そ
の
他

薩摩川内市

29 川内 7 7

30 川内商工 8 6 2

31 川薩清修館 3 1 2

さつま町 32 薩摩中央 4 1 2 1

阿久根市 33 鶴翔 4 2 2

出水市

34 野田女子 3 2 1

35 出水 3 3

36 出水工業 3 3

37 出水商業○ 4 4

市町名 NO
学校名
（私立）

学
級
数

普
通
科

専門学科 総
合
学
科

農
業

工
業

商
業

水
産

家
庭

看
護

情
報

福
祉

そ
の
他

薩摩川内市 ⑭ れいめい● ● ● ●

出水市 ⑮ 出水中央● ● ● ●
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■ 県内高校の設置状況【姶良・伊佐学区】《令和７年度》

市町名 NO
学校名

（○：市立）

学
級
数

普
通
科

専門学科 総
合
学
科

農
業

工
業

商
業

水
産

家
庭

看
護

情
報

福
祉

そ
の他

伊佐市
38 大口 2 2

39 伊佐農林 2 1 1

姶良市

40 蒲生 3 2 1

41 加治木 8 8

42 加治木工業 7 7

霧島市

43 霧島 2 1 1

44 隼人工業 4 4

45 国分 8 7 1

46 福山 2 1 1

47 国分中央○ 7 1 3 2 1

市町名 NO
学校名
（私立）

学
級
数

普
通
科

専門学科 総
合
学
科

農
業

工
業

商
業

水
産

家
庭

看
護

情
報

福
祉

そ
の
他

伊佐市 ⑯ 大口明光● ●

姶良市 ⑰ 龍桜● ● ● ●

霧島市 ⑱ 鹿児島第一● ●
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■ 県内高校の設置状況【大隅学区】《令和７年度》

市町名 NO
学校名

（○：市立）

学
級
数

普
通
科

専門学科 総
合
学
科

農
業

工
業

商
業

水
産

家
庭

看
護

情
報

福
祉

そ
の
他

曽於市 48 曽於 5 1 1 1 1 1

志布志市 49 志布志 3 3

鹿屋市

50 串良商業 3 3

51 鹿屋 6 6

52 鹿屋農業 6 6

53 鹿屋工業 6 6

54 鹿屋女子○ 5 1 2 2

肝付町 55 楠隼 3 3

垂水市 56 垂水 2 1 1

南大隅町 57 南大隅 2 2

市町名 NO
学校名
（私立）

学
級
数

普
通
科

専門学科 総
合
学
科

農
業

工
業

商
業

水
産

家
庭

看
護

情
報

福
祉

そ
の他

志布志市 ⑲ 尚志館● ● ● ● ● ● ●

鹿屋市 ⑳ 鹿屋中央● ●
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■ 県内高校の設置状況【熊毛学区】《令和７年度》

市町名 NO 学校名
学
級
数

普
通
科

専門学科 総
合
学
科

農
業

工
業

商
業

水
産

家
庭

看
護

情
報

福
祉

そ
の
他

西之表市 58 種子島 4 2 1 1

中種子町 59 種子島中央 3 2 1

屋久島町 60 屋久島 3 2 1
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■ 県内高校の設置状況【大島学区】《令和７年度》

市町名 NO 学校名
学
級
数

普
通
科

専門学科 総
合
学
科

農
業

工
業

商
業

水
産

家
庭

看
護

情
報

福
祉

そ
の
他

奄美市

61 大島 6 6

62
奄美 5 1 2 1 1

奄美（定時） 1 1

63 大島北 2 1 1

瀬戸内町 64 古仁屋 2 2

喜界町 65 喜界 2 1 1

徳之島町 66 徳之島 3 2 1

知名町 67 沖永良部 3 2 1

与論町 68 与論 2 2

市町名 NO
学校名
（私立）

学
級
数

普
通
科

専門学科 総
合
学
科

農
業

工
業

商
業

水
産

家
庭

看
護

情
報

福
祉

そ
の
他

天城町 ㉑ 樟南第二● ● ● ●
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通学区域による制限がない普通科（22校）

鹿児島 鹿児島東，串木野

南薩 指宿，頴娃，加世田，川辺

北薩 出水

姶良・伊佐 大口，蒲生，福山

大隅 志布志，垂水

熊毛 種子島，種子島中央，屋久島

大島
大島，大島北，古仁屋，喜界，徳之島，
沖永良部，与論

《令和７年度募集定員による》

【赤】通学区域による制限がある普通科（14校）
【青】通学区域による制限がない普通科（22校）
【開陽，楠隼】通学区域を設けないものとする。

■ 通学区域の状況（県立・普通科）

通学区域による制限がある普通科（14校）

鹿児島
鶴丸，甲南，鹿児島中央，錦江湾，武岡台，
松陽，鹿児島南，伊集院

南薩 －

北薩 川内，薩摩中央

姶良・伊佐 加治木，国分

大隅 曽於，鹿屋

熊毛 －

大島 －
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■ 学校規模（公立１学年）の状況《令和７年度募集定員策定時》

学区
全日制 定時制

（学級数）２学級 ３学級 ４学級 ５学級 ６学級 ７学級 ８学級 ９学級

鹿児島 ２ ２ １ １ ３ １ ７ １ 開陽(２)

南薩 ５ ３ １ １

北薩 ４ ３ １ １

姶良・伊佐 ４ １ １ ２ ２

大隅 ２ ３ ２ ３

熊毛 ２ １

大島 ４ ２ １ １ 奄美(１)

計 17校 17校 ７校 ５校 ７校 ４校 10校 １校 ２校

【専攻科】

学区 学校名 学科 １年 ２年 １学年定員

南薩 鹿児島水産 水産 ３学級 ３学級 30人

北薩 野田女子 看護 １学級 １学級 －

【全日制・定時制】
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普通科

56.2%

農業科

4.6%

工業科

7.9%

商業科

8.8%水産科

0.7%

家庭科

4.0%

看護科

1.5%

情報科

0.4%

福祉科

1.4%

その他

8.7%

総合学科

5.8%

学校数（R6全国:国立・公立・私立）

■ 学科（大学科）別学校数（全日制・定時制） （出典）「学校基本調査」

普通科

34.8%

農業科

8.7%

工業科

11.3%

商業科

20.0%
水産科

0.9%

家庭科

6.1%

看護科

1.7%

情報科

0.0%

福祉科

2.6%

その他

9.6%

総合学科

4.3%

学校数（R7県内公立）

※ 鹿児島県公立の「普通科」には「普通科以外の普通教育を主とする学科（ミライデザイン）」を含む。
※ 鹿児島県公立の「その他」には，理数科，文理科，文理科学科，体育科，情報科学科，音楽科，美術科，スポーツ健康科，
アスリートスポーツ科，生活情報科を含む。

【学校数：R7年度県内公立68校（複数の学科を設置している場合，それぞれの学科に計上している。）】

普通科
専門学科

総合学科
農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 看護科 情報科 福祉科 その他

40 10 13 23 1 7 2 0 3 11 5
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普通科

74.0%農業科

2.3%

工業科

6.9%

商業科

5.6%

水産科

0.2%

家庭科

1.2%

看護科

0.4%

情報科

0.1%

福祉科

0.2%

その他

3.6% 総合学科

5.4%

在籍者数（R6全国:国立・公立・私立）

■ 学科（大学科）別在籍者数（全日制・定時制）（出典）鹿児島県公立「在籍者数調査」
全国「学校基本調査」

普通科

50.7%

農業科

4.0%

工業科

15.8%

商業科

16.2%

水産科

1.1%

家庭科

4.4%

看護科

0.2%

情報科

0.0%

福祉科

0.5%

その他

5.2%
総合学科

2.0%

在籍者数（R7県内公立）

【在籍者数：R7年度県内公立68校（全日制・定時制）入学式当日現在 26,748人】

普通科
専門学科

総合学科
農業科 工業科 商業科 水産科 家庭科 看護科 情報科 福祉科 その他

13,556 1,061 4,220 4,334 289 1,172 56 0 144 1,389 527

※ 鹿児島県公立の「普通科」には「普通科以外の普通教育を主とする学科（ミライデザイン）」を含む。
※ 鹿児島県公立の「その他」には，理数科，文理科，文理科学科，体育科，情報科学科，音楽科，美術科，スポーツ健康科，
アスリートスポーツ科，生活情報科がある 23



■ 学科（小学科）の状況（公立：全日制・定時制）《令和７年度》

学科 小学科

普通科 普通科，ミライデザイン科(２学科)

専
門
学
科

農業科
農業科，農業科学科，園芸工学科，園芸工学･農業経済科，園芸科，農林技術科，
環境園芸科，畜産食農科，畜産科，生物生産科，農業機械科，農業工学科，
農林環境科，食農プロデュース科，食品技術科，食と生活科(16学科)

工業科
機械科，電子機械科，機械電気科，機械電子科，電気（電気技術）科，電子科，
情報技術科，建築科，土木（建設技術）科，工業化学科，インテリア科，
工業Ⅰ類，工業Ⅱ類 (13学科）

商業科

商業科，商業マネジメント科，情報処理科，情報ビジネス科，ビジネス情報科，
情報マネジメント科，国際経済科，情報会計科，総合ビジネス科，
ビジネス会計科，会計マネジメント科，ビジネスクリエイト科，
情報イノベーション科，オフィス情報科，ファイナンシャルビジネス科，
ビジネスデザイン科，スポーツビジネス科 (17学科)

水産科 海洋科，情報通信科，食品工学科 (３学科)

家庭科
家政科，食物科，生活科学科，生活デザイン科，生活文化科，
ファッション・フードクリエイト科，ライフ・スポーツ科 (７学科)

看護科 衛生看護科 （１学科）

福祉科 福祉科，生活福祉科(２学科)

その他
理数科，文理科，文理科学科，体育科，情報科学科，音楽科，美術科，
スポーツ健康科，アスリートスポーツ科，生活情報（10学科）
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■ 学科別充足率推移（公立：全日制）《平成27年度～令和７年度》

※ 「普通科」には「普通科以外の普通教育を主とする学科（ミライデザイン）」を含む。
※ 「専門学科」には，理数科，文理科，文理科学科，体育科，情報科学科，音楽科，美術科，スポーツ健康科，
アスリートスポーツ科，生活情報科を含む。

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7
R7-

H27

普通科 0.86 0.86 0.86 0.85 0.84 0.82 0.81 0.78 0.78 0.79 0.80 -0.05

専門学科 0.81 0.81 0.81 0.80 0.79 0.75 0.73 0.70 0.70 0.70 0.70 -0.11

総合学科 0.76 0.68 0.61 0.59 0.53 0.53 0.51 0.52 0.54 0.56 0.55 -0.21

普通科

普通科専門学科

専門学科

総合学科

総合学科

0.50

0.55

0.60

0.65

0.70

0.75

0.80

0.85

0.90
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■ 学科別充足率推移（公立：全日制・専門学科）《平成27年度～令和７年度》

※ 「その他」には，理数科，文理科，文理科学科，体育科，情報科学科，音楽科，美術科，スポーツ健康科，アスリートスポーツ科，
生活情報科を含む。

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R7-H27

農業科 0.68 0.63 0.62 0.59 0.60 0.55 0.53 0.52 0.50 0.48 0.47 -0.21

工業科 0.86 0.88 0.88 0.88 0.85 0.83 0.81 0.78 0.77 0.75 0.77 -0.09

商業科 0.81 0.81 0.81 0.81 0.80 0.76 0.72 0.69 0.69 0.72 0.73 -0.08

家庭科 0.88 0.90 0.88 0.87 0.83 0.79 0.76 0.78 0.77 0.76 0.75 -0.12

水産科 0.85 0.81 0.84 0.86 0.87 0.86 0.82 0.86 0.85 0.86 0.80 -0.05

看護科 0.57 0.60 0.55 0.60 0.49 0.48 0.40 0.36 0.30 0.28 0.23 -0.33

福祉科 0.68 0.62 0.52 0.42 0.38 0.35 0.31 0.33 0.35 0.39 0.40 -0.28

その他 0.86 0.86 0.86 0.85 0.86 0.83 0.80 0.77 0.74 0.75 0.74 -0.12

農業科

工業科

商業科
家庭科

水産科

看護科

福祉科

その他

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90
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■ 定時制・通信制の在籍者数の推移（公立）
定時制 開陽：普通科・オフィス情報科【定員各40人×３学年】

奄美：商業科【定員40人×４学年】

42 
35 34 

30 29 27 
32 31 

26 
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139 

121 

112 
109 

121 

133 
121 

109 

98 
115 

140 
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80

100

120

140

160

180

200

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

（人） 開陽高校（定時制）

奄美高校（定時制）

※ 開陽高校（定時制）の在籍者数には，後期入学者が含まれない。

1,584 

1,376 

1,621 

2,260 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7

（人）

開陽高校（通信制）

通信制 開陽：普通科・衛生看護科【定員なし】
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説明資料

３ これまでの経緯等
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■ これまでの経緯等

H13.5
～

H15.2

H21.3
～

H22.3

H22.10

H15.10

鹿児島県公立高等学校
改革推進協議会

鹿児島県公立高校
再編整備等検討委員会

「かごしま活力ある
高校づくり計画」

公立高校の振興方針
骨子（案）

「新しい時代に対応した公立高等学校改革の在り方
について」（H15.2最終報告）

「今後の生徒減少に対応した公立高校の在り方につ
いて」（H22.3答申）

・ 計画期間：H16年度～H22年度
・ 適正規模：１学年４～８学級
・ 再編整備指針に基づき，発展的統合を実施

→県立高校18校廃止，８校新設
・ 整理統合基準（再編整備指針に拠り難い場合）

→県立高校１校廃止

・ 計画期間：H23年度～H31年度
・ 拠点的な役割を担う高校を配置し，教育水準を
維持・向上

・ 廃止基準案（整理統合基準に学科条項と地元条
項を加味）

● 公表 → 成案とせず（地域からの異論により
合意形成できず）
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■ これまでの経緯等

H23.6
～

H24.3

H24年度
以降

大隅地域の公立高校の
在り方検討委員会

地元との協議に
基づく再編統合

・ 検討委員会と併せて，高校が所在する市や町を
基本単位とした７つの地区検討会を設置

・ 検討委員会は，地区検討会と協議を重ねながら，
高校の在り方について検討
「大隅地域の公立高校の在り方について」
（H24.3とりまとめ）

【３地区で再編統合】H26年度～H28年度
・ 曽於：３校廃止→１校新設
・ 大崎：１校廃止→統合
・ 肝付：１校廃止→中高一貫教育校新設

H23.2 九州新幹線全線開業効果が及びにくい大隅地域の振興が県政の課題
→ 「大隅地域高校振興事業」
「大隅農業・加工技術研究プロジェクト」
「大隅地域レンタカー無料プラン事業」

これ以降，高校再編は行わず，生徒数の
減少に対して募集定員の削減で対応

30



2
1
,
02
1
 

2
0
,
67
0
 

2
0
,
06
0
 

1
9
,
75
5
 

1
9
,
60
0
 

1
9
,
15
0
 

1
9
,
21
9
 

1
8
,
43
6
 

1
8
,
16
0
 

1
8
,
20
0
 

1
8
,
04
0
 

1
7
,
88
0
 

1
7
,
68
0
 

1
6
,
60
0
 

1
6
,
76
0
 

1
6
,
04
0
 

1
5
,
48
0
 

1
5
,
16
0
 

1
4
,
88
0
 

1
4
,
80
0
 

1
4
,
16
0
 

1
3
,
92
0
 

1
3
,
24
0
 

1
3
,
24
0
 

1
3
,
04
0
 

1
2
,
76
0
 

1
2
,
66
0
 

1
2
,
66
0
 

1
2
,
54
0
 

1
2
,
49
0
 

1
2
,
33
0
 

1
2
,
29
0
 

1
2,
17
0 

1
2,
17
0 

1
2,
09
0

1
2,
01
0

1
1,
97
0

28
,8
16
 

28
,2
28
 

27
,1
05
 

26
,4
86
 

26
,5
58
 

26
,0
29
 

26
,3
26
 

25
,4
91
 

25
,2
46
 

25
,5

64
 

24
,8
38
 

24
,4

05
 

23
,6
31
 

21
,7
92
 

22
,5
39
 

21
,2
64
 

20
,3
40
 

1
9,
53
5 

19
,1
42
 

19
,0
03
 

1
8,
25
0 

1
8
,
4
62
 

17
,1
30
 

17
,0
60
 

16
,7
24
 

16
,
38
9
 

15
,9
74
 

16
,2
70
 

15
,9
58
 

15
,6
25
 

1
5,
44
5 

1
5,
08
6 

14
,8
26
 

15
,1
28
 

1
5,
1
45
 

15
,3
68
 

15
,1
51
 

15
,2
63
 

15
,2
26
 

14
,8
96
 

14
,4
73
 

14
,3
79
 

14
,1
56
 

13
,6
63
 

13
,2
40
 

10,000

12,500

15,000

17,500

20,000

22,500

25,000

27,500

30,000

8
2校

-H
元

.3

H2
.3

H3
.3

H4
.3

H5
.3

H6
.3

H7
.3

H8
.3

H9
.3

H1
0.
3

H1
1.
3

8
3校

-H
1
2.
3

H1
3.
3

8
2校

-H
1
4.
3

H1
5.
3

H1
6.
3

8
4校

-H
1
7.
3

8
5校

-H
1
8.
3

8
1校

-H
1
9.
3

7
9校

-H
2
0.
3

7
7校

-H
2
1.
3

7
4校

-H
2
2.
3

H
23
.3

7
1校

-H
2
4.
3

H2
5.
3

72
校
-H
26

.3

H2
7.
3

6
8校

-H
2
8.
3

H2
9.
3

H3
0.
3

H3
1.
3

R2
.3

R3
.3

R4
.3

R5
.3

R6
.3

68
校

-R
7.

3

R8
.3

R9
.3

R1
0.
3

R1
1.
3

R1
2.
3

R1
3.
3

R1
4.
3

R1
5.
3

中学校等卒業者数

公立高校募集定員

中卒年

学校数

(H12.4)開陽新設

R3年度～
魅力ある県立高校

■ これまでの経緯等

(H14.3)佐多分校廃止

(H17.4)薩摩中央・鶴翔新設

(H18.4)(新設）種子島・(新設)徳之島新設，笠沙廃止

(H19.4) 川薩清修館新設，宮之城・宮之城農業・阿久根・阿久根農業・長島廃止

(H20.4) 霧島・種子島中央新設，種子島・種子島実業・徳之島・徳之島農業廃止

(H21.3)樋脇・入来商業廃止

(H22.4)明桜館新設，栗野工業・牧園・中種子・南種子廃止

(H24.3)甲陵・鹿児島西・大島工業廃止

(H26.4)曽於新設

(H27.4)楠隼新設，有明廃止

(H28.3)財部・末吉・岩川・高山廃止

○R6.3卒までは，各年度学校基本調査による実数
○R7.3以降は，R6年度の学校基本調査による推定数

H16～22年度「鹿児島活
力ある高校づくり計画」

H23～24年度大隅地域
の公立高校の在り方検
討委員会，地元との協
議に基づく再編統合

(人)

31



Ⅱ 中央教育審議会答申（R3.1.26） 「令和の日本型学校教育」の構築を目指して

○ 高校生の学習意欲を喚起し，可能性及び能力を最大限に伸長するための各高等学校の特色
化・魅力化

○ STEAM教育等の教科等横断的な学習の推進による資質・能力の育成
○ いじめの重大事態，虐待事案等に適切に対応するための方策
○ ICTの活用や，対面指導と遠隔・オンライン教育とのハイブリッド化による指導の充実
○ 児童生徒の減少による学校規模の小規模化を踏まえた学校運営 など

本県の対応

<R3 魅力ある県立学校づくりに向けた懇話会>
○ 現状と課題を踏まえた県立高校の活性化策について議論
○ 魅力ある高校を「①学びたい学びがある高校」「②充実した（楽しい）学校生活を送れる
高校」「③進路目標を達成できる高校」と整理

○ R4.3.22に「とりまとめ」提出

<R4 県立高校の特色化・魅力化推進事業>
○ 小規模校連携や遠隔授業に先進的に取り組んでいる他県等を視察
○ 中学生や保護者に対し，高校選択のポイントなどをアンケート調査

■ これまでの経緯（R3～R4年度）
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■ これまでの経緯（R5魅力ある県立高校づくりプロジェクト）

① 「居場所」と「絆」プロジェクト
「生徒指導提要」に基づき発達支持的生徒指導を展開し，すべての生徒が輝く学校づくりを推進

② 県立高校オンリーワンプロジェクト
各高校の社会的役割を明確にするとともに，各学校の入学から卒業までの教育活動を特色を打ち出したものへと再構成

③ 入試改革推進プロジェクト
より中学生本位の入学者選抜の在り方について検討

④ スーパースクール事業
普通科について，新しい普通科の学科やコース設置を検討するとともに，関係機関や県内外の高校との連携・協働を推進

⑤ エキスパートハイスクールプロジェクト
専門学科について，社会や産業の急激な変化に対応するために，産業界との一層の連携等を推進

⑥ ＩＣＴ活用推進プロジェクト
教員のＩＣＴ活用力指導力の向上や，小規模校へのオンラインを活用した学習サポートに取り組み，遠隔授業実施に

向けた制度設計を推進

⑦ 小規模県立高校サポート事業
小規模校について，複数の小規模校を１つのグループとみなし，学習活動や行事等を合同で実施できるよう支援

⑧ 県立高校魅力発信プロジェクト
学校の魅力を広報する手法として動画を取り入れるとともに，生徒主体で作成することで生徒の企画力・プレゼン力

の向上

「学びたい学びがあり」「充実した楽しい生活が送れ」「進路目標が達成できる」魅力ある高校づくり
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■ これまでの経緯（R6魅力ある県立高校づくりプロジェクト）

「学びたい学びがあり」「充実した楽しい生活が送れ」「進路目標が達成できる」魅力ある高校づくり

① かごしまＳＴＥＡＭ教育推進プロジェクト
課題解決型の探究活動や専門人材の活用，ＩＣＴ環境の整備でＳＴＥＡＭ人材育成を加速

② 専門高校ＤＸスタートアッププロジェクト
専門学科の学習活動にＡＩやＶＲ，３Ｄプリンターなどを活用した次世代人材の育成

③ 農業高校の学び充実検討事業
技術革新に対応した農業教育や，鹿児島の農業を支える人材育成などについて，有識者会議を開催

④ かごしまＯｎｌｉｎｅ－Ｃａｍｐｕｓプロジェクト
Ｒ７からの単位認定可能な遠隔授業開始に向け，トライアル配信を実施し課題への対応

⑤ 県立高等学校通学費支援事業
路線バス等の減便・廃止による影響を受けた高校生に，通学費の一部を補助

⑥ 「居場所」と「絆」プロジェクト ２ｎｄ ｓｅａｓｏｎ
「発達支持的生徒指導」による授業・行事の改善等や「心の健康観察」の推進で居場所と絆づくり

⑦ スーパースクール × ＤＸハイスクール
ミライデザイン科の学びを，ハイスペックＰＣやデジタル工作機械等の導入により更に充実

⑧ 県立高校魅力発信プロジェクト
県教委ＨＰで県立高校の魅力を発信し，ＳＮＳ等も利用して中学生への訴求力が高い広報を実施

⑨ 小規模校サポート事業
複数の小規模校を１つのグループとみなし，学習活動や行事等を合同で実施できるように支援
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■ 現在の取組（R7魅力ある県立高校づくりプロジェクト）

「学びたい学びがあり」「充実した楽しい生活が送れ」「進路目標が達成できる」魅力ある高校づくり

１ 県立高校の将来ビジョン検討事業
今後の望ましい県立高校の教育の在り方について検討

２ 魅力ある県立高校づくリ推進事業
① 小規模高校サポート事業

複数の小規模校を一つのグループとみなし，学習活動や行事等を合同で実施できるように支援
② 遠隔授業推進事業

離島の小規模高等学校に単位認定が可能な遠隔授業を配信，多様な進路実現に向けた教育を実施

３ 高等学校ＤＸ加速化推進事業
① ＳＴＥＡＭ教育推進プロジェクト

課題解決型の探究活動や専門人材の活用，ＩＣＴ環境の整備でSTEAM人材育成を加速
② 専門高校ＤＸスタートアッププロジェクト

専門学科の学習活動にＡＩやＶＲ，３Ｄプリンターなどを活用した次世代人材の育成
③ スーパースクール × ＤＸハイスクール

ミライデザイン科の学びを，ハイスペックPCやデジタルエ作機械等の導入により更に充実

４ 県立高校生徒通学支援事業
高額な通学費を負担している県立高校生に，通学費の一部を補助

５ 「居場所」と「絆」プロジェクト 2nd season
「発達支持的生徒指導」による授業・行事の改善等や「心の健康観察」の推進で居場所と絆づくり

６ 県立高校魅力発信プロジェクト
県教委ＨＰやポータルサイト『高校検索ガイド』や，公式ＳＮＳで県立高校の魅力を中学生等へ発信
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説明資料

４ 国の動向
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（出典）「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ概要」
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説明資料

５ 今後の課題
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S39.3月 中学校等卒業者数 58,204人

R6.3月

中学校等卒業者数

15,368人

R15.3月

中学校等卒業予定者数

13,240人

R6.3月

中学校等卒業者

高校等進学率…
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約 2,100人
減少見込み

■ 中学校等卒業（予定）者数と高校等進学率の推移
（出典）「学校基本調査」

※ 令和７年３月以降は，令和６年５月１日現在の小・中学校等在籍者数である。
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R6年度 私立高校募集定員 5,190 人

R6年度 公立高校募集定員 12,010 人

S39.3月

中学校等卒業者数

58,204 人

R6.3月

15,368 人

H14年度

私立高校

23 校

R6年度
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■ 中学校等卒者数と公立・私立高校の学校数及び募集定員の推移（全日制・定時制）

（出典）「学校基本調査」
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R6年度 私立高校入学者数 4,769人

R6年度 公立高校入学者数 9,272人

公私比率

（公立の割合）
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■ 公立・私立高校の入学者数，公私比率（公立の割合）（全日制・定時制）

H22.3「高等学校就
学支援金の支給に関
する法律」施行
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■ 公立高校の学校規模（全日制・１学年）推移《各年度募集定員策定時》
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H27

H28

H29

H30

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

２学級 ３学級 ４学級 ５学級 ６学級 ７学級 ８学級 ９学級

２学級 ３学級 ４学級 ５学級 ６学級 ７学級 ８学級 ９学級

Ｒ３年度 0.41 0.60 0.59 0.81 0.79 0.82 0.92 1.00

Ｒ４年度 0.47 0.61 0.65 0.81 0.79 0.77 0.92 1.00

Ｒ５年度 0.50 0.65 0.64 0.83 0.75 0.83 0.93 0.87

Ｒ６年度 0.51 0.60 0.73 0.76 0.79 0.94 0.94 1.00

Ｒ７年度 0.44 0.61 0.60 0.71 0.82 0.92 0.97 1.00

【公立高校の学校規模（全日制・１学年）別入学充足率の推移】
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（出典）「高等学校教育の在り方ワーキンググループ審議まとめ《参考資料集P12》」
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■ 県内高校卒業後の進路状況の推移（公私立）

大学 短大 進学その他 専修学校等 就職者 その他

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

昭和59年3月

平成6年3月

平成16年3月

平成26年3月

平成31年3月

令和6年3月

大学 短大 進学その他 専修学校等 就職者 その他

昭和59年3月 15.7% 11.9% 0.7% 18.6% 49.8% 3.4%

平成6年3月 18.2% 14.4% 2.0% 25.9% 35.2% 4.4%

平成16年3月 24.9% 9.2% 2.4% 29.3% 27.0% 7.1%

平成26年3月 28.8% 7.9% 4.3% 28.1% 28.4% 2.6%

平成31年3月 32.1% 7.4% 3.8% 26.2% 28.2% 2.4%

令和6年3月 38.4% 5.7% 4.1% 24.8% 24.2% 2.8%

（出典）「学校基本調査」
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■ 県内中学校等卒業後の進路状況の推移（国公私立）

全日 定時 通信 高専 特支 専修 就職 他

84% 86% 88% 90% 92% 94% 96% 98% 100%

凡例

昭和59年3月

平成6年3月

平成16年3月

平成26年3月

平成31年3月

令和6年3月

全日制 定時制 通信制
高等

専門学校

特別支援
学校
高等部

専修学校等 就職者 その他

昭和59年3月 92.0% 1.9% 0.1% 0.8% 0.1% 2.3% 1.8% 1.1%

平成6年3月 94.4% 0.6% 0.2% 1.0% 0.3% 1.3% 1.3% 0.9%

平成16年3月 94.7% 0.3% 1.0% 1.2% 0.4% 0.3% 0.5% 1.5%

平成26年3月 95.1% 0.2% 1.4% 1.4% 0.8% 0.1% 0.4% 0.7%

平成31年3月 94.4% 0.2% 1.9% 1.5% 0.8% 0.2% 0.3% 0.6%

令和6年3月 91.8% 0.3% 4.4% 1.4% 0.9% 0.2% 0.3% 0.7%

（出典）「学校基本調査」
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■ 県内小・中学生の理由別長期欠席者数の推移（国公私立）
（出典）「学校基本調査」
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■ 県内高校生の不登校生徒数の推移（公私立） （出典）「学校基本調査」
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■ 定時制の状況（公立）《上段：令和６年，下段：平成16年》

県
全日制
学校数

定時制
学校数

全日制・定時制
併置学校数

①定時制
学校数合計

②中学校等
卒者数

③
②／①

定時制
生徒数

福岡県
84

(101)
5
(4)

15
(23)

20
(27)

47,242
(53,242)

2362.1
(1971.9)

3,426
(3,822)

佐賀県
29

(31)
－
(-)

6
(7)

6
(7)

8,092
(10,482)

1348.7
(1497.4)

164
(618)

長崎県
49

(59)
2
(2)

6
(6)

8
(8)

11,915
(18,029)

1489.4
(2253.6)

575
(1,701)

熊本県
44

(54)
－
(-)

8
(9)

8
(9)

16,352
(21,362)

2044.0
(2373.6)

366
(790)

大分県
36

(49)
1
(1)

3
(5)

4
(6)

10,025
(12,872)

2506.3
(2145.3)

564
(421)

宮崎県
31

(38)
2
(2)

3
(3)

5
(5)

10,187
(13,680)

2037.4
(2736.0)

465
(997)

鹿児島県
66

(80)
－
(-)

2
(2)

2
(2)

15,368
(21,264)

7684.0
(10632.0)

130
(350)

沖縄県
52

(53)
1
(1)

6
(8)

7
(9)

16,744
(18,471)

2392.0
(2052.3)

834
(2,503)

（出典）「学校基本調査」
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■ 通信制の状況（公立）《上段：令和６年，下段：平成16年》

県 通信制学校数 通信制協力校数 通信制生徒数

福岡県
1
(1)

－
(-)

1,727
(2,286)

佐賀県
1
(1)

－
(1)

804
(1,930)

長崎県
2
(2)

4
(4)

1,014
(3,529)

熊本県
1
(1)

4
(7)

1,042
(2,940)

大分県
1
(1)

－
(4)

1,195
(2,175)

宮崎県
2
(2)

6
(7)

1,167
(3,063)

鹿児島県
1
(1)

14
(14)

2,127
(2,126)

沖縄県
2
(1)

3
(3)

1,233
(1,812)

（出典）「学校基本調査」

49



■ 「学びの多様化学校」の設置状況（令和６年度まで）

設置場所 学校名 形態 教育課程の主な内容

神奈川県
星槎高等学校
（令和２年）

本校
「個別の指導計画」を作成し，一人一人の特性に応じた支援を行うととも
に，学校設定教科「星槎の時間」「SST」「労作」を設定し，社会で活躍
する基礎力の養成を目指す。

兵庫県
生野学園高等学校
（令和６年）

本校

履修学年を特定しない学校指定科目を設定し，個々の生徒の状況により選
択できるようにする。全寮制を実施しており，寮生活での人との関わりを
通して主体的により良く生きていこうとする気持ちを持った者を対象とし
ている。

鹿児島県
鹿児島城西高等学校

（平成18年）
コース

「産業社会と人間」，「進路研究（自己理解）」等を学校設定科目として
設け，不登校状態がそれぞれ異なる個々の生徒に，きめ細かな指導と弾力
性を持った教育を提供する。

東京都
NHK学園高等学校
（平成20年）

コース
「生活実習」や「職業技術科目」等により，実習・体験型の学習による達
成経験の積み重ねなどを通じて，生徒の社会性や自立性の育成，活動意欲
や学習意欲の向上を促す。

大阪府
精華高等学校
（令和６年）

コース
科目数を少なくし，1科目当たりの単位数を増やすことで各科目の年間指
導計画を各生徒に合わせて工夫することを可能とし，生徒個々の実態に即
して学習出来るように配慮した教育課程を編成する。

岡山県
岡山県美作高等学校

（令和６年）
コース

五感を使った体験・研究・発表等を通じて自らを高め，コミュニケーショ
ン能力や他者への思いやり，社会的・職業的自立に必要な力等を身につけ
させることを目的とする「プレみまラボ」，「みまラボ」，「サクラボ」
を学校設定科目として行う。

※ 学校種別設置状況（令和６年度まで）：小学校８校，中学校25校，高等学校６校
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■ 「学びの多様化学校」の設置状況（令和７年度設置）
設置場所 学校名 形態 教育課程の主な内容

北海道 星槎国際高等学校 コース

義務教育段階において十分な学習機会を得ることなく修了した生徒が，社会活動
する際に必要となる基礎学力・基礎体力の定着を図るため，「ベーシック数学」
「ベーシック国語」「健康科学（体育に対する苦手意識が強い不登校生徒に対し
て，楽しさや心地よさを味わう体つくり運動や，現在におけるスポーツの意義や
価値を学ぶ体育理論を１年時に通常より多く学ぶことによって２年次以降の体育
への意欲を高める。）」などの学校設定科目を設置。

秋田県 秋田修英高等学校 コース

将来，社会に出て周囲と協調しながら自己実現していくためのソーシャルスキル
を身に付ける「体験的な学び」，中学校と高校の授業の橋渡しとなるよう，基礎
的な学力を身に付ける「学び直し」，場面に応じた適切な言語を用いて進んで表
現することによって，社会生活を充実させる態度を育てる「既存教科」の３つの
観点から学校設定科目を設置。

福岡県
福岡海星女子
学院高等学校

コース

専門知識と経験の豊富な各教科・教員による新設科目（例：「公共（2単位）」，
「家庭基礎（2単位）」を合科⇒「ソーシャルデザイン（4単位）」とする。「家
庭基礎」における「個人（私）」と，「公共」における「社会（公）」の視点か
ら相互に関係性を理解することで，教科横断的な学びを提供。）を中心に，体験
活動を取り入れ，生徒が主体的に学ぼうと思える環境を設定。

福岡県
福岡県立

小郡高等学校
（公立）

コース

不登校生徒に配慮した学校設定教科・科目として，1.小学校・中学校の基礎・基
本からの学び直しの基礎科目，2.進路希望や習熟度に対応した科目，3.体験的・
協働的な学びを取り入れた総合的な探究の時間，4.コミュニケーションスキルや
ソーシャルスキルの育成，学部研究や企業研究を取り入れた進路研究，5.始業時
に１日の計画を立てる時間を，授業終了後に１日を振り返る時間などを設定。

福岡県 慶成高等学校 コース

中学校時の不登校により義務教育段階での学習の遅れが想定され，特に，主要教
科（国語・数学・英語）は基礎知識がないと高校での科目の内容の理解が難しい
ため，小・中学校の学習内容を1年次にしっかりと復習できる学校設定科目「国語
基礎・数学基礎・英語基礎」を開設し，学び直しをした上で，高校の内容の授業
を履修。

※ 学校種別設置状況（令和７年度）：小学校12校，中学校40校，高等学校11校
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■ 県立高校の将来ビジョン検討委員会 ■

本県における高等学校への進学率は約99%に達し，生徒それぞれの入学動機や進路希
望，興味・関心や背景にある生活環境などが非常に多様なものとなっている。
また，少子化等の影響により，県立高校61校のうち34校は１学年３学級以下の小規
模校となっている。更に，少子化は今後も進行し，令和15年３月の中学校等卒業予定者
数は13,240人となり，令和６年と比べて約2,100人の減少が見込まれている。
このような状況を踏まえ，生徒の多様な学びのニーズや生徒数の減少に対応するため，
今後の望ましい県立高校の教育の在り方等について，検討を依頼する。

《 検 討 事 項 》

１ 生徒の多様な学びのニーズへの対応
・ 不登校生徒の学習機会の確保について
・ 全ての生徒の学びの充実について
２ 生徒数減少への対応
・ 少子化が加速する地域における高校教育の在り方について
・ 生徒が行きたいと思える学校づくり，特色化・魅力化について
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